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春
光
う
ら
ら
か
な
季
節
と
な
り
ま

し
た
が
、
会
員
の
皆
様
に
は
ご
健
勝

で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。　

　

な
お
、
日
頃
か
ら
当
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
業
務
運
営
に
対
し
ま
し
て

は
、
多
岐
に
わ
た
り
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
依
然
と
し
て
収
束
の
兆
し
が

見
え
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
で
す
が
、
鉾
田
市
に
お
い
て
は
、
高

齢
者
へ
の
3
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

県
内
に
お
い
て
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
接
種

率
で
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

感
染
者
数
の
減
少
に
結
び
つ
け
ば
喜

ば
し
い
事
で
あ
り
ま
す
が
、
先
行
き
は

依
然
不
透
明
な
状
況
で
あ
り
、
今
後
も
、

感
染
予
防
対
策
に
細
心
の
注
意
を
払
わ

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
茨
城
県
に
お
け
る
高
齢
者
人

口
は
85
万
人
を
超
え
、
高
齢
化
率
が
約

30
％
と
な
っ
た
現
在
、
高
齢
者
を
取

り
巻
く
新
た
な
環
境
の
変
化
や
問
題
が

生
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
課
題
を
踏
ま
え
、
会
員
同

士
が
楽
し
く
、
助
け
合
い
な
が
ら
働
き
、

市
民
か
ら
も
親
し
ま
れ
、
更
な
る
活
力

の
あ
る
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
更
な

る
お
力
添
え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
な
ど
健
康
に
十

分
留
意
さ
れ
ま
し
て
、
御
壮
健
で
ご
活

躍
い
た
だ
け
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
御
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

23

令
和
3
年
7
月
か
ら
令
和
4
年
2
月
の
会
員
登
録
者

（
2
月
は
登
録
者
な
し
）

新
会
員
紹
介

会員番号 会員氏名 地区 入会月

1598 遠峰　義安 鉾田 7月

1599 山崎　清貴 鉾田 7月

1600 米川　カツエ 旭 7月

1601 葛西　五朗 大洋 7月

1602 中根　京子 大洋 8月

1603 堀江　ふみ江 鉾田 9月

1604 鯉渕　進 鉾田 10月

1605 井川　文雄 鉾田 10 月

1606 石田　明 大洋 10月

1607 田山　ヒロ子 鉾田 11月

1608 小沼　きよ子 鉾田 11月

1609 新堀　収啓 鉾田 11 月

1610 安藤　敏克 旭 11月

1611 松丸　考儀 鉾田 12月

1612 榊原　徳夫 大洋 12月

1613 森江　文子 大洋 12月

1614 柳堀　チヨ 大洋 12月

1615 田仲　良三 大洋 1月

令 和 4 年 度 安 全 標 語

安
全
を 
い
つ
も
頭
に
　

作
業
手
順

会
員
番
号 

1
0
2
0　

石
井
清
司

苦
い
体
験 

み
ん
な
で
共
有

対
策
守
っ
て 

明
る
い
職
場

会
員
番
号
1
2
6
0　

藤
田
三
男

最優秀賞優秀賞

安全就業標語

急
い
で
も 

近
道
よ
り
も 

な
れ
た
道

会
員
番
号
1
4
1
2　

磯
山
俊
秀

バ
ッ
ク
時
は 

周
囲
を
確
認

ア
ク
セ
ル
そ
っ
と

会
員
番
号
1
0
2
0　

石
井
清
司

最優秀賞優秀賞

交通安全標語

理事長
あいさつ

公
益
社
団
法
人

鉾
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

理
事
長 

岸
田
一
夫

職
員
か
ら
会
員
さ
ん
に
は
安
全
就
業

に
つ
い
て
何
を
伝
え
て
い
ま
す
か
。

坂
本
：
作
業
ご
と
に
、『
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

か
ぶ
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。
安
全
に
作
業
し

て
く
だ
さ
い
。』
と
は
伝
え
ま
す
。

　

初
め
て
就
業
す
る
会
員
さ
ん
に
も
、
草

刈
を
普
段
か
ら
や
っ
て
い
る
人
が
シ
ル

バ
ー
の
仕
事
と
し
て
請
負
っ
て
い
る
の
で
、

基
本
的
に
は
頼
ま
れ
た
内
容
を
伝
え
る
の

み
で
す
。

大
原
さ
ん
は
多
く
の
現
場
を
こ
な
し

て
い
ま
す
が
、
安
全
に
つ
い
て
は
常

に
意
識
し
て
い
ま
す
か
。

大
原
：
安
全
に
つ
い
て
は
、
ず
い
ぶ
ん
気

を
付
け
て
い
ま
す
が
、
昨
年
、
頭
を
怪
我

し
て
し
ま
っ
た
と
き
は
、
普
段
は
安
全
紐

も
必
ず
つ
け
て
か
ぶ
っ
て
い
る
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
、
か
ぶ
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

怪
我
す
る
と
き
は
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が

重
な
る
印
象
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
の
怪
我
の
時
は
、
一
緒
に
作
業
を

し
て
い
た
運
転
手
が
荷
台
に
い
る
私
に
、

車
を
動
か
す
と
き
は
声
を
か
け
て
く
れ
る

と
思
い
こ
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
周
り
の

人
が
運
転
手
に
合
図
を
し
て
、
急
に
車
が

進
ん
で
落
下
し
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。【
た

ま
た
ま
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て
い
な

か
っ
た
】、【
声
を
か
け
て
く
れ
る
と
思
い

込
ん
で
い
た
】
と
2
つ
の
事
が
重
な
り

ま
し
た
。
傷
が
完
全
に
治
る
ま
で
4
か
月

か
か
り
ま
し
た
。

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
安
全
に
つ
い
て
の

確
認
が
重
要
な
ん
で
す
ね
。
他
に
大

切
な
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

坂
本
：
あ
と
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
す
ね
。

数
名
で
行
う
と
き
は
、
仕
事
の
前
に
段
取

り
を
よ
く
打
合
せ
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ど
う
い
う
段
取
り
で
木
を
倒
す
、
と
か
。

草
刈
だ
っ
た
ら
ど
う
い
う
方
向
か
ら
刈
っ

て
い
く
、
と
か
。

　

実
際
に
、
草
刈
機
の
刃
が
近
く
で
作
業

を
し
て
い
た
方
に
当
た
っ
て
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
で
運
ば
れ
た
例
も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。

大
原
：
あ
と
は
慣
れ
が
怖
い
で
す
。
作
業

に
慣
れ
る
と
だ
ん
だ
ん
慎
重
さ
が
な
く

な
っ
て
い
く
の
で
、
慣
れ
て
き
た
時
こ
そ

注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

普
段
は
か
ぶ
っ
て
い
る
の
に
そ
の
時
は

か
ぶ
っ
て
い
な
い
、
と
か
、
や
ら
な
く
て

い
い
こ
と
（
頼
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
）
を

や
る
、
と
か
、
慣
れ
か
ら
起
き
る
事
故
も

多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

草
刈
で
あ
ろ
う
が
、
剪
定
で
あ
ろ
う
が
、

片
付
け
で
あ
ろ
う
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
だ
け
は

『
仕
事
に
行
っ
た
ら
ま
ず
か
ぶ
る
』
と
決

め
る
。
そ
れ
が
大
切
で
す
。

ヒ
ヤ
ッ
と
し
た

話

安
全
就
業
の
大
切
さ

〇ヘルメット着用について  
　高所作業または危険性を伴う作業（剪定・草刈・大工・塗装等）は、   
　ヘルメット着用が義務付けられています。自分の身体を守るためにも   
　必ずヘルメットをかぶりましょう。   
   

〇シルバー作業用ヘルメットの更新について   
　これまで、作業用ヘルメットについては、センターが希望会員に貸出   
　を行って参りましたが、更新を期に制度を改め、使用者一部負担制度   
　を導入させて頂く事になりました。   
　（これは、会員の不公平感を解消すると共に、
　就業中のヘルメット着用率の向上を図る事を目的としています。）

※購入を希望される方は、令和4年2月1日からセンター
で受付を開始いたしましたので、￥2,000円を持参しヘ
ルメットを受領されますようお願いいたします。

職員
坂本

対
談

会員
大原

ふ いれあ第 5 3 号



45

会員の仕事アラカルト

　

本
コ
ー
ナ
ー
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

の
行
事
中
止
に
伴
い
、「
会
員
の
仕
事

紹
介
」
と
し
て
始
め
ま
し
た
。

　

対
象
者
は
、
仕
事
の
バ
ラ
ン
ス
を

と
っ
て
選
ん
で
い
ま
し
た
が
、
今
後
は

仕
事
の
重
複
を
い
と
わ
ず
、
取
材
に
応

じ
て
頂
け
る
方
を
募
集
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

お
聞
き
す
る
内
容
は
、
①
就
業
期

間
、
②
仕
事
の
内
容
、
③
頻
度
と
時
間

帯
、
④
心
掛
け
て
い
る
事
、
⑤
他
に
シ

ル
バ
ー
は
何
人
位
い
る
か
、
そ
の
他

で
す
。

　
「
こ
ん
な
仕
事
も
あ
る
」、或
い
は「
紙

面
造
り
に
協
力
す
る
」
と
い
う
方
は
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

写
真
を
添
え
た
自
ら
の
投
稿
で
も
結

構
で
す
。

公園のトイレの清掃と周囲の草刈、ゴミ拾いです。
トイレの清掃に要する時間は１～４時間、水を溜める
方式の場所は、水が無くならないように一日おきぐらい
に回って確認し補充する必要があります。
また、便器にこびりついている時はなかなか大変で、
苦労して落としています。
何年従事しているか忘れた（？）が、シルバーでは、女
性を含めて５人ぐらいがトイレ清掃に従事しています。

トイレ清掃  |  一瀬  潔  |  

シルバー入会前に建築関係で働いていた関係で勧めら
れ、６年目になります。
毎週日曜（天候により前後）に、グランドのローラーが
け、除草剤の散布、周囲の草刈をしています。
以前は草刈等で他の会員も働いていましたが、辞めてし
まい、今は一人なので朝から夕まで掛かります。
利用者、特に子供達の安全に配慮するとともに、機械
での作業が主なので周囲への騒音に気を配っています。

体育施設管理  |  戸澤一夫  |  

ふ いれあ第 5 3 号

鉾田市社会福祉協議会大洋支所の高齢者サロンの
送迎業務を、月に３回行っています。
業務は、５～６名高年齢者の自宅と大洋公民館の間
の送迎です。
休憩を入れて４時間、実質１時間半ですが、高年齢
者の方ですので上下車時の介助と丁寧な運転に心掛
けています。

社会福祉協議会の送迎業務 |  米川國夫  |  

大洋地区の一般廃棄物保管場所の受付業務を令和３
年の３月から行っています。
仕事は、１・３日曜日と２・４金曜日の月に４回で、東
峰さんと２人で各２回勤務しています。時間は朝9時か
ら夕方4時半までです。
搬入可能品以外を持って来ることや集積場所の質問も
あり、搬入者が来たら直ぐに行って対応・確認するよう
にしています。

一般廃棄物保管場所受付 |  田中 進  |  

幼稚園バスの運転 |  根本秀雄  |  

7月にシルバー人材に入会した時から今の仕事をしてい
ます。
屋内の清掃ですので、２４時間勤務の皆さんが気持ち
よく勤務できる様にしたいと思っています。そのため、
清潔感とともに花を活けたりしています。
週に５日勤務、他の会員と交代で、私は月曜と金曜日
に勤務しています。時間は９時から１１時の２時間で楽
しく勤務できています。

高速道路ＩＣ料金所の清掃 | 木村喜美子 | 

今年で３年目になります。
送迎バスは２台で、黄コースと赤コースの２経路です。
年度初めに園長さんと一緒に回って担当するコースを確
認します。
勤務は、待機時間を含めて朝は８時から１０時半、午
後は１３時半から１６時の間です。
小さな子供達を乗せるので安全かつ穏やかな運転に心
掛けています。
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こ
ん
に
ち
は
！
令
和
3
年
4
月
に
入
会

し
た
今
井
美
紗
子
で
す
。

　

鉾
田
市
に
来
る
前
は
、
神
奈
川
県
相
模

原
市
で
イ
ン
デ
ィ
バ
治
療
院
を
営
ん
で
い

ま
し
た
。
最
初
は
、
鉾
田
市
に
購
入
し
た

別
荘
に
た
ま
に
遊
び
に
来
る
二
地
域
居
住

生
活
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
自
然
環
境
豊

か
な
鉾
田
市
に
定
住
し
た
い
気
持
ち
が
強

く
な
り
、
約
4
年
前
に
鉾
田
市
に
完
全
移

住
し
ま
し
た
。
今
は
、
き
れ
い
な
空
気
と

夜
空
を
楽
し
む
毎
日
で
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
農
作

業
や
夏
の
海
の
売
店
仕
事
に
従
事
し
て
い

ま
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
就
業

を
通
し
て
、
た
く
さ
ん
の
仲
間
が
で
き
る

と
嬉
し
い
で
す
！
皆
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

部 会 だ よ り

親睦会通信
親睦会会長　川上 功

“暑さ寒さも彼岸まで”

春本番、田畑で活動する人が見受けられる季節になりました。
鉾田ならではの風物詩？、親睦会の令和４年事業年度が始まりましたが、
新型コロナ感染予防対策により、行動自粛が要請される中、例年通り
の開催行事の企画に悩んでいます。現在の状況の中で開催出来る案が
ないか模索中です。又、会員の方から提案して頂ければ幸いです。
　次年度の皆様の期待に沿えるような企画を考えご案内致します。親睦
会未入会の会員の方も、是非入会して行事に参加してください。
“お待ちしてます。”
問い合わせ先：シルバー人材センター　事務局

手芸クラブからの
お知らせ

こんにちは！令和3年度は新型
コロナウイルスの影響でおもう
ように活動ができませんでした。
令和4年度は、皆さんと顔をあ
わせて手芸ができれば嬉しいで
す。
開催日時は、事務局受付にチ
ラシを設置しますので、就業日
報を提出するときなどに気にし
て見てください。

会員の皆様、日 ご々苦労様です。
令和 3年度の事業計画につきま
しては、新型コロナウイルス感染
予防のためほぼ実施できず、皆
様にお会いすることもできません
でした。
令和４年度は、例年実施していた
【パソコン教室】を【スマートフォ
ン講習】に変更することにしまし
た。ぜひご参加いただければと
思います。計画した事業が実施
できる日常が戻ることを願います。

会員の皆様、毎日ご苦労様でござい
ます。広報部は、皆さまが毎日楽し
くお仕事をする事を思いながら、会
員の皆様にシルバー人材センターの
いろいろな情報をお知らせできるよ
うにがんばっております。
令和3年度も新型コロナウイルスの
影響で、いろいろな行事が中止にな
りましたが、今号は、会員のお仕事
の紹介をさせていだだきました。
皆様、新型コロナウイルスになん
か負けないでがんばりましょう。

長引くコロナ禍で今も不自由な生活
を強いられております。私たちも現
場巡回の中止を余儀なくされており、
皆様と現場でお会いすることができ
ずにおります。
その分委員会では作業の安全性
をどう高めるか意見を交わしており、
今回は令和4年度の安全運転・安
全就業の標語を決定し、作業効率
と安全就業の意識を常に持っていた
だけるように考えました。今後とも
皆様のご協力をお願い申し上げます。

年会費の納入について

毎年4月払い（3月就業分）の配分金においては、
年会費2,000円が控除されます。
4月払い（3月就業分）の配分金がなかった会員に
つきましては、5月20日にご登録のゆうちょ銀行口
座より自動払い込みとさせていただきます。

就業報告書の提出について

就業報告書の提出について、現在就業終了後即日提出をお願い
しているところですが、遅れて提出される方が見受けられます。お
客様や、提出されている会員に影響がでてしまいますので、今後
も即日提出を厳守願います。
※就業報告書投入箱に投函していただいても問題ございません。

第 3 回    こんにちは    - 今井美紗子-

石井 清

安全就業委員会

山本たい子

広報部会

山戸恵子

事業部会

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

ふ いれあ第 5 3 号

会員登録状況　男性 210名　女性 83名　計 293名  （R4.2.28現在）

シルバー人材センター事業運営状況

［ 派遣 ］
就業人数
男73名　女26名　計99名
就業率
男34%　女31%　計32.5%

公共・民間別事業実績
［公共］24件
［民間］24件
受注件数　48件
受注金額　50,574,432円

［ 請負 ］
就業人数
男86名　女49名　計135名
就業率
男41%　女59%　計46.1%

公共・民間別事業実績
［公共］29,192,417円
［民間］53,838,559円
受注件数　1,751件
受注金額　82,030,976円
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今回の『ふれあい』第53号発
刊にあたって、新型コロナウイ
ルス感染の影響により、イベン
ト等が余儀なく中止になり、皆様
からの感想等の投稿がいただけ
なく残念な思いです。そこで、編集
内容を変更して、会員の方が従事し
ている仕事内容を紹介するコーナー
を設けました。つきましては、広
報委員が今後も取材に伺いますの
で、ご多忙のところ申し訳ありま
せんが対応の程、宜しくお願い申
し上げます。尚、新型コロナウイル
スは収束の見通しが不明な状況で
す。会員の皆様には引き続き感染
予防対策に取り組んでいただきた
いと思います。

広報部会員　一同

剪定・農作業・草刈作業などができる会
員が不足しています。
お知り合いの方で、就業を希望される方や、
生きがいづくりにご興味がある方がいらっ
しゃいましたら事務局までご連絡ください。

令和４年度事業計画

令
和
4
年
度

入
会
説
明
会

ボランティア活動
（新鉾田駅周辺等環境美化）

7月 1 4日（木）8： 0 0～  ※予備日 7月 1 5日（ 金 ）
1 1月 1 0日（木）8： 0 0～  ※予備日 1 1月 1 1日（ 金 ）

刈払講習会
9月 8日（木）　
※予 備日　 9月 9日（金）

グリーン管理講習会
9月 1 4日（水）～ 9月 1 5日（木）
※予 備日　 9月 1 6日（金）

4月 7日（ 木 ）
5月 1 0日（ 火 ）　
6月 8日（ 水 ）　
7月 7日（ 木 ）
8月 2日（ 火 ）　
9月 7日（ 水 ）　

1 0月 6日（ 木 ）
1 1月 8日（ 火 ）　
1 2月 7日（ 水 ）　
1月 1 1日（ 水 ）　
2月 9日（ 木 ）
3月 7日（ 火 ）

就 業 会員募 集

編
集
後
記

室内装飾講習会
1 0月 1 3日（ 木 ）

スマートフォン講習
1 0月 2 6日（ 水 ）

門松（鉾田市役所他 5 か 所 ）
設 置： 1 2月 1 2日（月）～ 1 3日（ 火）
8： 0 0～
撤 去： 1月 6日（ 金 ）

交通安全ながいき教室
2月 1 4日（ 火 ）


